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地域暖房 ・給湯設備の導入されている集合住宅に
おけるエネルギー及び水の消費実態調査
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まえがき
社会的な省エネルギーへの要請とともに，住宅におけ
るエネルギー消費の詳細な実態を明らかにする必要が増
してきた.しかし， 日本のエネルギー消m~tに占める民
生朋エネルギーは21.4% (昭和50年)であり.先進諸問
の中では低い。気候条件や廃業精進のi丞いはある ものの，
m住環境の，I'JI二の点から， 日本における{主可:.Ilエネルギ
-1阿波都tI;I:今後増加してゆ くと思われる。
{主't朋エネルギ-1肖 'I~ に!射する従来の研究にはIH:; '
増回目及び勝国 ・村k・.'fff引による研究があり.集合
住宅の他.独立住宅，木Hアパート等を含めて，潟貸して
いる。本論文は，ごみ焼却!発熱を利用 した地域暖房 ・給
湯設備のi尊入さ れている{主ち同地を対象にしたもので，
冬季におけるエネルギー消ty{誌を生活パターンとの関i主
のむとに解析したむのである。
-m続喝R・一
1 .目的
地域H是JJj.給湯設備の導入されている集M主毛 (住宅
公団森之氏自12団地.大阪市城東灰)において.暖房 ・
給湯のum熱庇及び.水.m気・ガスの使用量を淵住し.
以下の項目について，地域8)1)j}・給湯の導入による彬轡
を検討する。
①エネルギー ( HZ:房 ・ 給湯・ ~~~\ ・ tf ス ) 及び水の消'Itl量
②生活時IHjとエネ jレギー及び水の消'伐との|品)i!l， セにピ
-;7 P寺の月li傘別使用量の推定
③光熱 ・水質
2 ，調査方法
解析項目と調布データとの関連を図 1に示す。 凋ィ'F.は，
全体として次の3つに分かれる。①各戸調資②成之氏エネ
ルギーセンター・プラント運転日報③全般アンケートJlI1E。
2.1各戸開査
一同...ー タ一
③ 金恒アム，ヶート調査
生活時間圃奇怪118p)
図ー 1 解析項目と調査データとの関速
( 1 ) 
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(1)各戸時間量調査 (給湯・水.l{t気・ガスの時刻別使用筑)
給湯・ノ'K'電気 ・ガスの使用量を時刻l毎に各戸のメー
タから読み取る。また.アンケート調査を併用し，生活
時!札使用器具を調査する。測定時刻は原則として， 5 
時から2空白 l時までの時刻l毎に21回行なった。調盆臼.
調査戸数及び気象状況等を表 lに示す。
(2)各戸アンケー ト調査
上~è調資と同時に，家族数.使用~具，その日の生活
時間について，アンケートによ り調を した。各戸アンケ
ー トの回収状況を褒-2に示す。各戸アンケートは調査自
の前日に配布し，調査の湿日回収した。家族数，使用宮器
具については， 1977年 2月に再調査した。
(3)各戸月間量調査 (給湯・水-従気・ガス月間使用量)
冬季期間(暖房期間)の月間使用量を求めるため，上
記29戸を対象として毎月II日頃各戸のメ ータの読み取り
捌伐を行な った。得られたデータは主に，光熱 ・水質の
S~IHに用いた。
2.2エネルギー・センターの日報
住棟全体の暖房・給湯熱使用量をエネルギー・センター
の回線より転載し，解析に加えた。日報データは8，10， 
12， 15， 18， 21， 24時，翌日 3， 6時の 9回測定したも
のである。 1B使用量は朝 6 時から翌日 6 時までの積~):
1まで示されている。日報データは各棟のサブステーショ
ンにおける測定値で，暖房はカロリ ー ・メ ータによるJ己
録.給湯は補給水量と給水泌J交の記録を用いた。
調査対象期間は暖房期間iに合わせて， 1976年II月11日
から1977年 4月10日迄の 5ヶ月間である。月単位の集計
は，毎月11日から翌月10日:迄を原則とした。調査対象と
した北線の住戸構成は， 1 DK168戸， 2 DK140戸， 3 K28 
戸で合計 336戸である。森之宮?fl2団地6号棟は， ~ヒ，
磨 A比す a
袋一 1 ;;J司司王円と調査戸数及び気象状況.
¥ 1976年 1977年12月22日側 l月23日(日) 1月26日附 l月30日(日)
調査戸数 27 25 28 26 
日平均気温 9.3 3.1 8.3 2.5 
天|午前 日青}時.1量雨 曇一時雪と雨 曇一時時後雨 日11量薄曇
1量 IR 1"/1 雨後曇後 E青~ 後 日書
{時考 測定は，O，1.4h以 6 hから測定除24htて吟刻毎 l刻 始
員眠気象データは大阪管区気象台による
袋一2 各戸アンケー トの回収状況
調査 日 回収戸数 回収率(%) f相 ;1'J 
1976年12月22日側 14 48.3 
1977年 l月23日(H) 17 58.6 生活時!日l
1月26日附 18 62.1 について
1月30日(日) 20 69.0 のみ調.1i:
2 月中 19 65.5 事岐fl.使間:Ii見について再調査
(注)f!l. L.アンケート調査の対象戸君主は29p
表-3 使用した消費量の単位
項 日 月Ill! f在 l 日量 l時間盆
給 j易 NmteBa/l}/j月・戸・戸
e /日 ・戸 e / h .)5 
Mcal/日・戸 「応lπ.)5
暖 房 Mcal/月・戸 Mcal/日・戸 Mcal/ h・戸
水 m'/月.p t/日・F玉 Uh・戸
屯 会t Mkweahl/月JI・戸
kWh/日・戸 kW/戸
同ぶ7hTF-Mcal/日 ・戸
MmeBa/l月/月・戸・戸
e/日・戸 e / h.)5 
11 ス ← 一一一/一日一・戸一一 一一一Mcal Mcal/ h .戸
なお，年[1斑liGcal/年・戸を用いた。
褒-4 給湯使用量及び熱」まの.>f均値.最大値，及び休日， 平日平均値
項目 月平均値(30日換算) 月平均値(1日当1)) 最 大値 休日干均 平日平均 休日平均値/平日平均値 休日.
期間 m'/月.pMcall月・戸 t/日・戸 Mcall日'p t/日・戸 Mcall日.ptl日戸 Mcal/8'p tl日'p Mcal/B .p 使問量 熱量 千日日数
1月11日
4.8 225.9 159 7.5 %204 9.2 180 8.4 155 7.3 1.2 1.2 休日4削-12月10日 干日22
12月1日 U 235 194 9.8 1.1 休日 6(4)-1月10日 5.3 266.9 175 8.9 12.2 (214 ) (I0.8) 170 8.7 (1.3 ) 1.1 平日25
l月11日
5.6 289.6 187 9.7 X. 238 12.4 219 11.4 180 9.3 1.2 1‘3 休日5ー21110日 'f日26
2月11日
5.3 266.9 187 9.5 %幻5 14.2 227 11.7 179 9.1 1.3 1.3 1本日 5-3)JJO日 平日23
3月1日
5.3 252.3 170 8.1 %加 9.9 227 10.9 159 7.6 1.4 1.4 休日 6-4月10日 日25
11-311平均 5.3 2ω3・1 176 8.7 / / 2ω剖 10.5 169 8.4 1.2 1.3 休、F日合計J十2側(1301.6) (213) (10.6) (1.3 ) ( 1.3) 日合 121 
※ 1 ( )内は 5ヵ月間の積算量Mcal/戸
※ 2 ( )内は 1月1日ω， 1月2日(日)を解析から除いた場合
員百3 給湯停止のため11月14日(日)まで解析から除いた.
( 2 ) 
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ある。最大値は1977年 2月16日て'39Mcal/日・戸となって
L、る。
外気温(大阪管区気象台データ)と暖房熱最との関係
を図 2ーに示す。この図より逆比例の関係が認められる。
(2)各戸時間量調査による日変化の解析
29戸を対象に行なった毎月の給湯 ・水・電気 ・ガスの
読み取り値 (各戸月間足調査)から得られた 1日 ・l
戸当たり月平均使用量を示したのが図 3ーである。いずれ
も住戸により使用量のばらつきが大きし特にガス使用
最は，全く消費していない住戸があり，特殊な生活形態
をうかがわせている。
各戸時間量の調査臼のうち，休日 2日は天気が良<， 
~i. i品が低かった。一方平日 2 日は天気が悪< ，気温が高
かった。以下の解析には，この影響があると思われる。
図 4 ~ 自 に平日 2 日，休日 2 日の計 4 日間行なった，
各戸調査による給湯 ・水 ・電気 ・ガスの使用益の日変化
をぷす。 表-6に1日及びピーク時の使用最を示す。
①給湯
図-4に給湯使用母，図-5に給湯熱量の日変化を示す。
全体的には夜間 (18-1時)に ピークが生じている。
朝 :平日は 8-9時に小ピークがあり，主に洗面によ
るものと思われる。休日は使用開始時間が1時間位遅れ，
9 -10日寺頃から使用されている。
畳 :全体的に休日の方が平日より使用量が多い。
夜:18時頃から、T'I::!，休日とも使用量が多 くなり ，20 
-23時に顕著な ピークがある。
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中央，南練の 3練からなっている。給湯・暖房について，
一般住宅以外に，北棟ではエネルギー・セ ンター，中央機
は4庖舗.南棟では住宅公団大阪営業所，団地'1:l・理事務
所，民地サービス等の使用を含んでいる。従って本調査
では北棟のみを解析対象とした。 また，給湯使用量の中
に1;1.，ボイラーの排煙中のNOxiOlJ定， ポンプ切f幸等のた
め流出した給湯量を含む日や，運転を停止した日があり，
これらの日はエネルギー・センタ ーの記録より補正した。
2.3全般アンケート
各戸アンケート調査は29戸を対象に行な ったが.団地
全体の生活ノマターンを概指するため.一般的な項目によ
るアンケ ト調査を別に行なった。配布は 150部で回収
1;. 118部，回収率は78.7%であった。なお，このアンケ
トー 調査は中恨万一議師の行な ったアンサート調査に生
活時間に関する項目を迫加して戴いたものである。
2.4単位について
本報において.消費誌をあらわす単位は原則として，
r 1戸当たりJとした。使用した消費量の単位を表3に
示す。
3 .調査結果と解析
3.1エネルギー及び水の消費量
(1)エネルギー ・セ ンタ一日報データによる冬季期間変化
の解析
①給湯
給湯使用量の冬季期間平均値，最大値，及び休日と平
日との比較を表-4に示す。 冬季期間平均給湯使用最は，
176 ~/日 ・ 戸，給湯熱1;1I;1:8.7Mcal / 日 ・戸程度である。冬
季矧閉め最大値は2752/日・戸，14.2Mcal/日・戸であった。
いくつかの例外を除いて，休日は平日よりも給湯{止刷
量1;1.多く，給湯熱量も大きい。 褒-4によれは、'使用量，
熱rtIと もに.休日は・12:tJの1.21古位)Stである。
②暖房
暖房熱量の冬季期間月平均値と最大日を表司5に示す。
褒-5によれば冬季期間の暖房熱1i!:I:t3.9 x 103Mcal/戸で
表-5 8是房熱量の月平均値及び最大日
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( 3 ) 
X1 片平均値(30日換算)wド灼値(1日当リ)最大白Mcal/月・戸 Mcal/日・戸 Mcal/日.p
11月11日 711.9 27.7 % 30.00 -12月10日
12月11日 844.7 28.2 % 36.31 -1月10日
1月1I日 924.8 30.8 % 37.20 -2月10日
2月1日 808.1 26.9 ?(， 38.77 -3月10日
3 F111日 586.2 19.5 ~ 24.98 -4月10日
1-3月 780.4 25.8 ~ J十151日
- 118ー 住 居
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表-6 各戸時間量調査による給湯・水・電気・ガスのl日泣ぴピーク時使用量
12/22附 1/23(日) 1/26附 1/30(日} '1" 8日平間均J) 休(2日日平間幼) 金(4 平日/10灼) ( 2 
1 8使用量 203.5 213.8 214.3 255.3 208.9 234.6 221. 7 
e/戸
ピーク時畳 (23 h ) (21 h ) (21 h ) (22 h ) 38.7 52.1 45.4 
給湯
14!周 37.6 38.4 39.7 65.8 
l日使用量 10.2 10.9 11. 1 13.3 10.7 12.1 11.4 
Mca1/戸
ピー ク時量 (23 h ) {21h9 ) (21 h ) (22 h ) 
使用 1.88 1.95 2.05 3.42 2.00 2.69 2.33 
水 1日使用量 261.0 445.6 309.8 409.5 285.4 427.6 356.5 
e/戸 ピ- 7 時量 (10 h ) (12 h ) (21 h ) (12 h ) 56.7 69.4 63.1 使用 70.0 91.2 43.4 47.6 
電 会1 1日使用量 3.64 3.98 3.09 4.15 3.37 4.07 3.72 
kWi>/戸 'ピー ク時畿 (20h2 ) (20 h3 } (21 h ) (20h3 } 0.28 0.33 0.30 使用 0.29 0.31 0.27 0.34 
背 ス 1日使用量 289.2 392.5 369.7 422.4 329.5 407.5 368.5 
e/戸 ピーク時昼 (20h) (19 h ) (19 h ) (20h) 52.5 77.8 65.0 使用 39.7 89.8 64.6 65.7 
4'.倒的測定 測定は
f絹 考 時刻が他的 6 hカ・ら
日と典なる.
図-9はエネルギー ・センターで2-3時間毎に測定して
円いる給湯量で，この図から.平日 li2]-24時にピークが ω 1977年 1月30日伺国6戸 一_.ー 1977年 1月26日同28戸生じ，休日 li18時からピークが見られ平日より早くな っ ...-1971年 1月23日但1)25"~"'-1976"'12月 22自体控7戸
ている。29戸の調査結栄と問機夜間にピークが現われて 50 
いる。
②水
':1. 40 '一
図-6に水使用量の 日変化を示す。図によれば、ド日は午
前と午後に顕著な ピ クー のある21幻型を示している。午
前中のピークは平日，休日ともあり，休日のピ-71;1:'j! 
日より ]- 2時間返れて生じている。13-]8時頃平日 1;1:
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図-5 給湯熱量の日変化
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ω __LfU_J 各戸月間量調査の結果によるエネルギー消費の内訳
/図中( )内は月間使用量に対する百分率(%) ) 
1暖房はエネルギー ・センタ一向日掛デ ター による. ) 
日L エネルギー消費量 (XJ()3Mc.t/月・戸)
40， Oo 0.2 0.4 0.6 0.8 J6o 1.2 14 
田、 1.，，ぇl，a渇・ -an， 
国) 勺1l品川
事1 I ; ， ・ 随)(1a-'Mul.I!.，
産濯 30 I I ' :~I ¥1 ¥ 1! ~ ¥ i 12)j | ふM l !jt訓| i | l J: 、 ! 
r< I ; : 1 ~ -: I Uて凶~ J !t_，J v:;，¥ lf q I 197;凶iljf以"I! : '~/"::.. 1j 
a， | t : i : i :1叫が
2 月広Eト11JI::~;i11II11L :'.T， 1 i : : ・ ー ・ 1古川が 1
川I--Ui 3 月 !;，M"'!，~~(IIIII: ~，ふ:Jiji
1 ・ : : i由れが1 ・
!l~3月lW帆
ド 均 a111' ・杭凋 喧 4開 : I liX I0" 1 
0o 0.2 0ι06 0.8 1.0 1.2 1.4 
図ー10 暖房熱最の日変化 XJ03Mc.tl月・戸
図-8 ガス使用量の日変化 (ムネルギー・センタ一日報より)
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谷f日!となり.平日より休日の方が全体的に使用量が多い。
③電気
図-7に電気使用最の日変化を示す。
側 .平日 (:t.7 -9時に小さなピークが見られる。休日
は9時頃から次第に使用足が多くなる。
昼 :休日は平日の約 2f音の使用量がある。
干支 :平日，休日とも17時頃から使用量が多くなり. 19 
-21時にピークを生ずる。
④ガス
図←8にガス使用量の日変化を示す。
¥iJ 平日は 6-10時にピークがある。休日(:t.9時頃か
ら{変われ始める。
主 :休日は平日より使用量が全体的に多し 13-14時
にピ-)がある。
居 学
イ主:平日，休日とも17時頃から使用世が多くなり. 19 
-20日寺に顕著なピークが見られる。
⑤暖房
図ー10に暖房熱匙の日変化を不す。この図から，千日，
休日の差等に顕著な傾向は認められない。
(3)エネルギー消費の内訳
各戸月|昔j量調査の結果によるエネ Jレギー消費の内訳を
図ー1に示す。内訳は'芯気，ガ人給湯，暖房ーの4粍に分
けている。但し. I暖房は森之宮エネルギー ・センターの
プラント逆転日報データによる予均航である。各同月Ii司
量調脊の結果から 1月の消費量が最も大きく .l.36X103
Mcal/ f.!・戸 (45.3Mcal/日・戸) となっている。
エネルギー消費の内訳を見ると， 11月かり 3月迄の 5
ヶ月1mで，冠気は 7-9 %.ガス 3-4%，給湯20-25
A旦よ4
図ー12 各戸時間量務査によるエネルギーセンター消費量の日変化 (休日平均)
(但し，暖房内みエネルギ ・ー センターのデ-?で2-3時間毎の実測f直)
10. 
?????? ?
‘J・
正瓦え乱
図-13 各戸時間量調査によるエネルギー消費量の日変化(平日 2日平均)
(但し，暖房のみエネルギー・センター のデータで2-3時間毎内実測{也)
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土井・他 :エネルギー及び水の消費実態調査
%. I暖房は62-68%となっており暖房によるエネルギ-
i肖貨が半分以上を占め， ガスの比率が紋も小さし、。
各戸時/lH"tl:謂径の結果によるエネ Jレギー消費の日変化
を図ー12及び図一13に不す。但し.I暖房はエネルギー ・
センターの日報データによるもので. 8 -12時迄は2時
間毎. 12-ヨ世日8時迄は 31時間毎の実ilJ他であり 2-
3時KlH直を時間当たりに換算したものである。
図-121立平日 2日(1976年12月22日. 1977年 l月26日)
の時刻l別平均であり，図一13は休日2日(1977年1月23日，
同年1月30日)の時刻別平均である。平日平均で1日の
エネルギー消質量IH3.4Mcall日・戸，休日干均では50.0
Mcall日・戸で休日は平日の約1.2f音とな っている。休日
は電気，ガス，給i坊の消'{e1が全体的に大きい。なお，発
熱量は'i立公が860Kcal/k Wh.ガスが4500Kcal/m'とした。
3.2生活時間とエネルギー及び水の消費
(1)1主用設備器只ー
実il!J住戸 を対象とした各戸アンケー ト調1Eの結果より
対象{王戸の家朕数は3K5戸平均で3.2人/戸. 1 DK12戸、F
均2.1人/戸である (各戸ア ンケート凋食が出来た住戸は
24戸て¥そのうち家紋人数については12戸しか同符が得
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? ?
?
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?
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ι・、，)5 6 8 10 
40 I 
_ "^・
1且マ 「
~ ， 
越 20t 
事10~ 
o L....ー.......=
5 6 8 10 
入浴 n
(116戸) け下、
.cコ 』ー円 11111111 11 !IIIL.........-
12 14 16 18 20 22 24 2 
崎山〉
テレビ視聴
(111戸)
生~ 40 
~30 
初
10 
5 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 2 
(&j削J
図ー14 全般アンケート調査による
平田町一般的な生活時間
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(2)生活時間
次に 118戸から得られた全般アンケー トによる平均
的な生活時間調査結果と，実調1調室汁象住戸の平日 2日
休日 2 日 ~t4日間の生活時間借アンケート調食結果とか
ら，洗I依入浴， 炊事， 洗l耐，ふき f，tl4~. テレビ税聴の
6点について検討する。
①洗濯時間
図ー14から一般的に 9-10時にピークがあり. U.lf午
前中に集中している。各戸アンケー トによれば平日にお
いては 9時前後にピークがあり，休日は平日より少し遅
れて.10時以降に現われている。これは図-6の水使用量
の日変化にも現われている。また，天候と の関連を見る
と.平日の12月22日 1月26日の両日ともに午後から雨
天となっているにもかかわ らず洗濯を行な っている。 -
}f.休日の l月23日. 1月30日のldij日とも降雨は見られ
ず，洗濯頻度L向いが，天候によるものだけではなし
休日に洗濯を行なう生活線式とも関係があると思われる。
なお，洗液回数は毎日が3戸. 1日おき 1戸. 2日おき
2戸 3日おき 2戸.遡 2聞が1戸であった (谷戸アン
ケー トのうち有効回答9戸)。
②入浴時li
図-141ニ示すように一般的には22時頃にピ-7となり，
ほぽ20-23時の間に集中 している。なお，入浴回数は全
般アンケー卜で25.2図/月(有効回答94戸).各戸アンケ
ー トで25.1回/月 (同8戸)である。
③炊事時間
図は省くが. 一般的には7.12. 18時と 3回のピ クー
が現われており，休日，平日 ともにほぼ同 じバターンを
ぷすが，休日の午前のピークが平日 より遅れて現われて
いる。
④洗I師時間
図は省 くが， 般ー的には7時頃に ピ-7があり. 23日時
頃にも小さなピ-7がある。 しかし.6 -9時の間にほ
ぼ集'i'している。又.of B.休日 ともに ピーク時の特徴
は比られない。洗面と言う三楽に， トイ レの使用等も含
んで答え られている Lのと いない もの とが考えられ，一
慨に評価できなかった。
⑤ふさMI徐
図{立省〈が.全般アンケー トでは 9時頃 ピークが見ら
れるが各戸アンケー ト結果では分散 して行われている。
⑥ テレ ビ悦時
図-14か ら，一般的には20時頃にピ-7があ り.19-
23時の1mに集中 していることがわかる。概 して言えIf.
食事H与にピ-7とな ってい ると言えよう。 会戸アンケー
( 7 ) 
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図ー 15 給湯・水 .11ス使用量と各戸アンケート調査結果による用途(17戸)
140 
給
湯
.1∞ 
水
16 r tf
14 t長
12~: 
iQ'lOf7ω )・ v
Sト/
悩 I'h
6ト.
1P 添い}
。'-0 
lル1
ノ
-協同円
相t入炊洗
漏浴事面
一ー一一一 本 (3351/8・戸}
ーー ーー がス(45οε/日・戸}
_.一一蛤揖(214t /白戸}
5 6 7 8 9 10 11 12 IJ 1‘15 16 18 jq 20 21 22 2~ 24 
天候 @ ① 。.. @ 。
図ー16 給湯・水・11ス使用量と各戸アンケート調査結果による用途(18戸)
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tn.他:エネルギー及び水の消'{I(実態調査 - 123ー
トによれば予日 と休日との走奥は伎にはあまリ凡られな
ザ、が， 10-14時に休 Uではビ-7が現われている。
(3)ピ-7i術のlfJi金
4日1H1の各戸調査において，生活バターンに関する件
rIアンケー ト謝伐がイf効であった住戸について，給i易.
水.trス使用':.kとアンケートによる用途別減伐を図ー15.
16，さらに時刻IJ~'J IHe ITJ泣から求めたピーク :B現時刻を
図ー17に示す。この節では各lciアンケートに[11答がれ}ら
れたft戸のみを対集に巧'r;iする。
1t r;アンケー トカeイi*fJであった{主Ii の 11 、ドj~)f叱}甘;止
( e /日・戸)と')ぷIiIJLE，;のそれと比較すると.j9IJえ!;l.'， 19 
77年 l月30臼([3)の地fT，'来iH1Jf主戸 (26戸)で、!;t.給湯 ・水
すえの順に276f /日・戸，382 e /日 ・戸，392e /H・戸で，
i'tf1アンケートfi:Jj ( 201 ; )ではI"J機lニ270e /H・戸， ~0 1 
e;B・戸，444 e /日・戸であり.給湯・水にはそれほどの
6'::J~I;t.認められない 。
①給i易使用について
給湯ピ-7iH>'iの袋|刈としてまず.入浴， ついて.*太田J'>
j先if写ー があげられる。アンケート調伐によれば.午前中
に洗濯頻度はJ品、、が，給沿使用:討は少なくピークれ仰に
及!!す彩将{立小さいとイ号えられる。
午後は休日. ‘felともに18時以降， f山Jjほか.lflし.入
浴頻度が肉、、時五IJにピ-7が現われていることから入浴
によるものが大きいと A庁えられる。
図ー17より給湯fsl，:川:.tの大郎分が入浴による Lのとす
ると f，f.;日では l 日 i止).fJ なの *~J60-70lJo ( 品'~140-16H ) 
・f<Hli約30-80(}o(約64-186e )と変動制が大き L、x.
ぷ;aされている浴仰の締法 L 追い焚きがtU米ないので
家政人数によって入浴H寺HIがのびるとさらに給湯他1:止
が附加するむのと推定される。
②1ス使用について
ガス使用はが;・J~に 限定されているため， ピ-7ft荷は
外食事時41fに現われているが.休日の例から任にかけて
独立したピ-7 i't 怖が現われず.制i主食に I><:~'J がないた
めと忠われる。しかしながら.夕食によるピ-7iH.'rは
ヂ11，{本Hで時刻!のずれはあるが.顕著なピー7が現わ
れている。作ピ-7ftイIJiが日、Ii.g)使用i止に対して何%脱
皮 I'i めるか . 図ー 17 に ，1~す。これによると ~'}I. {i:. 夕食
時におけるピー7ft何li'1< Hにはそれぞtl約3001，10% 
50%であリ.休日 I.t，':~H!:食.夕食時に それぞれ約35%司
5501>である。従って、1'- 円 . 休日ともに食.~五時tニー日 1定例
:， : のキ~J90% を使/Ilしていると巧えられる。
③水使用について
水使用のm;主として， まず洗濯，入浴， 炊 'J~. 水洗1記
1;十て事のf史}刊が4-えられる。 '1二，jirl'は明らかに汎ifによっ
( 9 ) 
てピ-7が現われて おり，じドI::l，休[1では時五1Iのずれは
あるものの.沈滞によって， 1 Lij的IJi訟の約40%，60% 
(約160-265 e )をH:HlしているものとArえられる。fを
間休日の使間;立が.平日より多いニとはイヂ宅人数が多く
そのため便所等の使用がI脅えたためと推定される。
@)，;tJ:.u世川について
il:，u>J:mのベースとしてI丘公i骨必附. HJl)J}用フアンコ
ンベ7?ー が巧え，:， tl， ピ 7 i't何1;.図ー 7に見られる
ように，18-23時に現われている。佼1:1のピ 7は図-
14にぶされるようにテレビ悦聴によるむのや !1(l.1例昔話n
の{史)flが巧えられる。
3.3光熱費 削
(lJn::1l }j法
『調f正.tHI.fi:I;の光熱費は以ドの釘，<:Rめた。
①Hま)j料令
1It:1)}料全!i:;izMi市'1とな ってお り. 11 rJよリヨ翌年3月ま
で年UI5ヵJUI， 1ヵ片 1D K 4， 290 I~j ， 3 K 7 ，325rTj( 2 
D K6.8301斗)である。
②1丘公. ガス.給i易
毎H1111 tri，検針し(各II月fa):，k必炎上当該月の記
録より lij!Jの記録を引き.月間I(ω11:;iをボめる。さらに
Nられた}IUIJj史m:誌について"江主し ガスについてはそ
れぞれ料令ム..2よリ求める。
給湯についてはj凶年，毎月松本料令2.4801'1，12毛並料金
29fII/100 e .怜泌Ifl水代 6111/100eの{':-，.!'fl(iとする。な
l.~集之宣言第二図地 o 5 10 15 (XlO'円)
冬季期間平均 「一一一+一一
(1官伴1月‘l勿7年3月)，-軍ガえ 給渇
3K平均( 5戸) ~18. 7~1.4 初 .6 除ぷ45.3災や司 16356阿
1548肉
6450悶
485問
6186問
ω693円
京綿区部年平均 7708同
大阪市年平均 6198同
図ー18 光熱費及びその綿成
{例L.光勲曹を凶Oとして，各料金円相陣成比を示す)
- 124ー 住
お，淵盗対象住戸が.';jL)J， t1ス等各供給会社に支払う
光熱水質と本調査によってf):Il:lされる光熱刊とは検針日
にずれがあるため等しくない。
※ l 各月の光熱費は 1ヵ月を30日として補正してい
る。
※ 2 関西電力従量'iIL灯叩早収料金早見表 (S 51年 8
月10日より )
大阪ガス阜収料金平凡表4500Kcal地区用 (S50 
.ip 1月1日適用)減 3
※ 3 大阪ガスは昭和52年 2月より料金の改定を行な
ったが本調査は!日料金に統ーした。
(2)鉱山結果と考察
①光熱貨の構成割合を図ー18に示す。例えば， 1977年 2
月では光熱費Ij29戸平均11，548円で暖房，給湯，'iIL気.
t1スの )1頃で，それぞれ光熱波の40 ， 5~， 37 ， 9~， 15 ， 4~ 
6 ， 2~である。地域暖房.給j坊を実地することによリ，
光熱t'l情成に著しい変動がuZめられる。一般住宅ではJI.!:
DJI主主に.ガス，灯油を用いることから，冬李期11のガ
ス料金の光熱1'lにしめる'，t;lJ{l'I立大きも、。しかし本調査で
はガス料金が光熱伐にしめる'，Ii1J介が最1，，1.氏<，先述 した
僚に.ガスj肖'f'lは炊常に限定さtL，そのため月号Ij変動も
小さ L、。
光熱nにしめる1I.1U刀伐の'，I!IJ{トが大きし l岐MJ切Ji日中光
熱 'l~ を jljIL l::げているが， ~"Jlïl)Altmmには光熱'l'l は比較
1汚
?
的小きくなる と1{t定される。
②世帯条件~;による Æ巽を見ると家紋人数が多い世保ほ
ど大きくなる傾向にある。さらに乳幼児を持つ悩:幣でも
同様に大きも、。{主戸規模別では 3Kは1DKより大きいが
床面積当リ ではほぼ等:しt、。しかし世俗によっては lDK
が 3Kを主主える ところもあり.住み万の王監只(.による彩符
もかなりあると巧'えられる。
③文献3)によ tLl:f.昭和51if-f交の大阪市世41:半均で光熱
費は6，198PJ!JJである。但し年r.lJの{庇を 12で除 した1f/[で
ある。
東京都区郎においては月別怖が示き れておリ，同年11
月， 12月をみると.それぞれ8.167円/月， 10，693円/月で
ある。東京都区部年子均値は7，708円/月である。
4 ，まとめ
調査の結架から得られた給湯， 暖房，水，電気，ガス
の消'伐i誌に関する一覧表を表-7に示す。全体的に作戸
時間量測先 (25-28戸)IH日間の')訓IJで，不作(主戸を
除いていること Lあり ，月や期11平均より大きな数値と
なっている.
4.1給湯消費量E
①表 -7で各戸時Htl凋炎 (4 日問、 25-281i)の結果
によれば， 1日il'j'1~{，l: I .J: 200 -250 e / R • r i であリ ， ‘I~l勾
222 e /日 ・戸， ibl:大は255e /日・戸であった。また， 1千戸
月間量調査 (5ヶHIlJ29戸)の結果によれば，140-180 
袋一7 調査結果の一覧表
時、・、日、-、Hh-m側 J.，ドル年、一、水¥ 
事1 鴻 鴫 m 水 電 気 修，..
"戸時間量鯛lf骨戸月間量調査".. →"..1"-， 品川ト-t:..f-BI-r-I 畠戸時盟量調査 畠戸月間量圃金 骨戸・・圃量調査 畠戸R圃量a量 畠戸崎掴量圃量 畠筒月間量圃I
1'8-，・(MuIl8.;l)I r/H'Pi肱.]，目・戸1 "目・削除.'1目，1) Mcal日戸 I1日ー 戸 I./~ ・戸 kWhl日戸 kWh/日・戸 I!日.，_， I I1日.p
12H22日同
1日量 ぬ4 (10.2) 155 (7.7) 27.3 261 3.64 289 
時間最大・ 37.6 (1.88) 70.0 0.32 39 7 
1 !123日旧} l日量 214 (10.9) 
221 (11.3) 31.7 446 3.98 392 
時間最大 38.4 (1 95) 91.2 0.31 89.8 
日 11126日同 1 B量
214 (11.1) 1闘 (9.5) 29.3 310 3明 370 
時間最大 37.7 (2.05) 43.4 0.27 制 6
III却日制
1日量 255 (13.3) 238 (12.') 33.4 410 '.15 422 
時間最大 65.8 (3 421 47.6 0.34 65.7 
.~ 日平 均 209 (10.7) 169 (861 28.3 主晶 3.37 耳却
軍' 体 日平 l!J 235 (12.1) E却 (119 32.6 428 • 07 ‘01 
金平均 1 B量 222 (11.4) 2∞(10.3) 30.5 357 372 369 
(4 U間) 時間量大 45 (2.ね} 日 030 65 
1 平均 140 (7.081 
159 (7.5) 23.7 2叩 3.4 340 
月最大日 204 (9.2) 30.0 
12 
平均 目。 (8品) 175 (8.9) 28.2 3相 3.4 320 
fI 円最 k日 235 (12.2) 36.3 
4 同 1曲(10.2) 187 (9.71 却 8 草加。 3.5 320 
月最大目 238 (12.41 37.2 
別 2 平均 173 (9.31) 187 (9 5) 26.9 2岨 3.6 却3
月量大目 275 (14.2 38ι 
3 
半島J 163 (7田} 170 (8.11 19.5 315 3.4 273 
円量 k目 206 (9.9 25.0 
期間平均 1日何回} 176 (8.7) 26.0 299 3.5 311 
(注)給湯の欄の( )内は単位がMcall日・戸またはMcal/h'戸
楽 l 大阪ガス滋之官エキルギー・センタ ，ーエネルギープラント運転回線よリ転紙
灘 2 単位はt/h・戸. ( )内はMcal/h'戸
庫 3 単位はkWh/h'戸
(10) 
t井・他:エ平ルギー及び水のi自賛実態調査
e /日・戸でj制問、fl与は163e /日 ・戸，最大月は l片の180
e /口.t-iである。エネルキー・センタ一日報データによ
れば，冬季jUl ~ij'1悦]は175e / EI・戸で，政大日 1;t275e / 
日・戸であった。なお，給湯温度は60・Cである。各戸時
HIな凋貨による時mu位大航1;t65.8t/h・戸で. 4 B聞の
伝大時間!平均は45.4t /h・戸であった。
②各戸時間故調先の結決から，給湯使用量の目安化は‘ド
Il.休日とも 18時I:(iから:~'.激に増加し， 20-23時に顕手?
なピークを生じる。アンケートによる生活時Hili凋伐によ
ればピークは，入浴H、'111にー欽する。
4.2暖房消費量
①エネルギー・センタ一日報データによれば.松大は I
Hて月平均8J:/jJn荷は30.8Mcal/日・戸，五支大日は 2月16
Hで.38.8Mcal/fI.， _;となっている。
4.3水消費量
①谷戸時間故調査によれば 4日間で260-450t/口・，i 
と 'Æ品1I 日により比較的安dのがあった。 4 日 1111 ‘ Il. t~JI;t 357 
e /日 ・戸，最大は446f /日・戸であった。時間故大は91.2
e/h・戸であった れ，.1月間故調食によれば5ヶ月間千
均で299e /日・戸であり，時間hl調査と50e位皮の差があ
る
②d-ri時間以J司1tによれば，水j肖授の日変化は.特に‘ド
トI;t'Fljijと午後にピークのある 2山型を示している。生
活時1m調1f.から午前中のピークは，洗ifrによるものが太
郎分て.使用htは午後のピークよリ大きい。 1日使用は
は平日と休日との庄が大きし休日 l;t‘1'-日の約1.51膏で
あった。笑il日のうち休日 2日は好天.半日 2日は天気
がくずれたことむあり， j定>H止の差が更にはっきりとあ
らわれたものと考えられる。
4.4電気消費量
①t千戸時間 l_(nJ~1f.によれば. 4日間平均で3.7kWh/H・
戸で.休日は平日のキ句1.2f昔となっている。各同月IUlHi.:
~査によれば. 5ヶJIIl¥1‘F均て'3.5kWh/日・戸であった.
②九μ時間1_t~ftによれば司子日，休日とも 17時~か ら
使用法が多くなリ. 19-21時にピ-7を生じている。照
明日ä=J~及び，テレビが i: な袋閃と忠われる。
4.5ガス消費量
①f千戸時間:止‘剣先に上れば. ガス消費況は290-420e / 
u.pであり， 4 R HlI ‘ 1-: .t~J で36ge /日・，iであった また.
休日は平日の約I.2j占のがi伐Jtl=となっている.各").ltn 
_:，(調査によttli.5ャ)Jll‘F均で311e / H .戸であった
②J司-1t1.tiJ也のガスN!川はほとんど炊・1';のみに限定されて
いるため，ガスìl~ 'f~ lti の H 変化は，食目I~U寺 1止にピー 7 が
J)Lわれている。ヂ1.イ4日ともIn寺咲から使fIlhlが多く
なり. 19-20"年~~l-t.:':'，ピ-7 が見られる また.食・~~
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時に 1日消資f誌の約90%を消1'(しているものと思われる。
4.6エネルギー消費の内訳
①各，.i月HUI注調盗によると. 1月の消沈没が大きく1.36
X103Mcal/月・戸 (45.3Mcall日・戸)となっている。エ
ネルギ-il~1Yの内ぷを見ると， 11月から 3 月迄の 5 ヶ月
11て:電気は 7-9%. ガスは 3-4 %.給湯l;t20-25
%. B~Wは62-680-，<> となっている。
②各戸時1m五~J司炎によれば，平日、F均で 1 自のエネルギ
-i月刊誌は43.4Mcal/日・戸，休日、F必Jでは50，OMcal/
であり.休日 l;t平臼の約1.2 fi'I:となっている。休日は電
気.ガス，伶i坊の消費量が全体的に大きい。
③冬季j羽問、Tl.均のエネルギ-i肖n髭をもって年間エネル
ギー消'IY祉を推定することは挿il.lの要因があって困維で
はあるが，各エネルギー消費量について年間変動がない
と仮定して槻算してみる。
H長房，給i仏電気.ガスのJI闘に3.9Gcal/年・戸. 3.1 
Gcal/t[:.戸.1.3Gcal/年・戸.0.5Gcal/年・で.合計8.8
Gcal/年・戸となる。村上・吉野l'はJド木造民|句集合住宅
においては9.0Gcal/年・戸， また，尾KJ3・1曽田2)は住宅
公団大仏4丁目市街地住宅(東京)においては，6.5Gcal
/年・戸.共同民間非木造で吐9.6Gcal/年・戸と報告して
いる。
4.7光燃費
①各戸月n目立t調査の対象{主戸29戸の光熱波li冬季期間(11
-3月) 5ヶ月間lにll，300-11. 900同/月・戸4宝rtである。
最大は 2月 (30日換算)でl1，548PlI月・戸である。
②光熱貨のエネルギ一種81t義成は.各月でE干の変化は
あるが，冬季5ヶ月間で電気は14-16%，ガスは 6-7
%.給湯l;t35-38%噌暖房は41-43Q.oHiU慌である。暖房
給場合わせて77-79%となっている。
あとカずき
..ji:;;l司任研究の主な目的1;1.地域81房・給湯の導入によ
り.エネルギー・水の消費量，生活時H:J.光熱'plについ
て.従来の団地と比較してどのような彬特があるかを調
べることであ勺た。しかしながら本研究は以ドの問題点
をイfする。
①入間1:日始if後で入居率が低<. .JIj 1f.対象の設定にあた
り. f主戸線校.戸数に関して制約を受け. 2阪の住戸が
対象から外れる等し若干. 一般11:に欠いている。
②アンケート凋住から洋細な家族締成.使用設備器具等
を知ることが~H米ず， 1人当たリエネルギー消費f立をボ
められなかった。ま た.時五IJ~JH吏fIj，Ü:と生活パターンと
の対応がit刊・的な解析にならざるを1).なかった。
③J'i下の文献(直とは比較したものの. I，;J微な手法を用い
?????
- 126- 住
て他の団地を調査しなかったため.従来の団地との比鮫
1:1:不定全な結果となった。
しかし.給湯 ・暖房に特嫌な設備システムを持つ型車之
'8・第2団地に主主けるエネルギー ・水の消費量に関する基
礎的な資料li一応得られたと.)Jえられる。
本研究lま， 日本建築学会近量産支部が，日本住宅公団か
ら受・けた委託研究の一環 として行なったものである。委
託研究の代表者である京都大予堀江↑吾郎教授に終始お世
話蛾L、た。また，本研究をま とめるにあたり，大阪市立
大学，大志野章教授に適切なる御指導を戴いた。さらに
調をの実地に際し，大阪ガス森之宮エネ Jレギー・センタ
一大町和男氏，大阪市立大学太田洋講師，中恨芳一議Cli
居 ふ主'-ヴー -
大会良司助手，制[田圭伎術1t 佐ぴに学生誠氏にお世話
裁き，ここに!怒川いたします。
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Summary 
This papel' deals with the research for the energy and water consurnption on housing estate which equiped 
district heating and hot-water supply system which has been utilized heat from incinerator. 
The purpose of this research is to investigate the influence of its system in comparison with the energy 
and water consumption， life styles， fuel and light expenses. The colected data are from November 1976 to 
March 1977. 
The resu lts are as fo lows 
1 . The energy consumption of electricity， gas， hot-water supply and heating are 89 Mcal/month/household， 
42 Mcal/month/household， 259 Mcal/month/household and 780ν!cal/month/household， respec tive Iy. 
2 . The water consumption is 9.0 m3/month. 
3. The fuel and light expenses are 11548 yen/rnonth/household. 
These results are slightly greater than another housing estates. 
1n the circumstances of the social demand for energy saving， it is desirable to utilize the incinerator for 
district heating and hot-water supply. 
(12) 
